
JULY 2019 市政 54

転
機
を
迎
え
た
ふ
る
さ
と
納
税

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
急
増
し
て
い
る
。
２
０
１
７
年

度
の
実
績
は
、
約
３
６
５
３
億
円
（
対
前
年
度
比
：

約
１
・
28
倍
）、
約
１
７
３
０
万
件（
同
：
約
１
・
36

倍
）。
制
度
が
始
ま
っ
た
２
０
０
８
年
度
が
約
81
億

円
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
10
年
で
40
倍
以
上
に
拡
大
し

た
。
特
に
、
返
礼
品
を
豪
華
に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ふ

る
さ
と
納
税
が
増
え
る
状
況
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

総
務
省
は
、
か
ね
て
よ
り
返
礼
品
競
争
の
自
粛
を

呼
び
掛
け
て
き
た
が
、
６
月
１
日
に
は
高
い
返
礼
率

で
寄
付
を
集
め
て
い
た
大
阪
府
泉
佐
野
市
な
ど
４
市

町
を
除
外
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
泉

佐
野
市
長
は
６
月
４
日
、
除
外
を
不
服
と
し
て
総
務

省
の
第
三
者
機
関「
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
」に
審

査
を
申
し
出
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

返
礼
品
競
争
と 

ア
ン
ダ
ー
マ
イ
ニ
ン
グ
効
果

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
義
が
あ
る

が
、
納
税
者
が
寄
付
先
を
選
択
で
き
る
点
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
選
択
理
由
が
、
返

礼
品
の
種
類
、
金
額
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
初
は
、
自
分
を
育

て
て
く
れ
た
故
郷
を
応
援
し
よ
う
と
寄
付
し
て
い
た

も
の
が
、
徐
々
に
豪
華
な
返
礼
品
を
提
供
す
る
自
治

体
に
寄
付
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

一
般
に
、
人
は
達
成
感
や
満
足
感
を
得
よ
う
と
自

発
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
、
報
酬
を
受
け
取

る
こ
と
で
報
酬
自
体
が
目
的
に
代
わ
り
、
報
酬
が
与

え
ら
れ
な
い
と
行
動
す
る
意
欲
が
減
退
す
る
。
こ
れ

は「
ア
ン
ダ
ー
マ
イ
ニ
ン
グ
効
果
」と
い
わ
れ
る
。
も

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
競
争
が
国
民
に
ア
ン

ダ
ー
マ
イ
ニ
ン
グ
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
し
た
ら
、

そ
の
罪
は
重
い
。

社
会
課
題
解
決
型
ふ
る
さ
と
納
税
を

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
通
常
、
自
治
体
の
一
般
財
源

に
な
る
。
寄
付
先
を
高
齢
者
福
祉
、
子
ど
も
の
保
育
、

防
災
な
ど
と
指
定
す
る
自
治
体
が
多
い
が
、
自
分
の

寄
付
金
が
具
体
的
に
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
使
わ
れ
方
が
見
え
な
い

と
、
寄
付
者
の
関
心
は
薄
れ
て
い
く
。

　

近
年
、
自
治
体
が
抱
え
る
社
会
課
題
解
決
に
焦
点

を
当
て
た
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
と
呼
ば
れ
る
、
新
し
い
形
の
ふ
る
さ
と
納
税
が

出
て
き
た
。
例
え
ば
、
子
育
て
施
設
を
新
し
く
建
築

す
る
、
と
い
う
特
定
目
的
の
た
め
に
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
す
る
も
の
だ
。

　

特
定
の
社
会
課
題
解
決
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

寄
付
先
の
選
択
肢
を
広
げ
、
自
ら
選
択
で
き
る
機

会
を
拡
大
さ
せ
る
。
寄
付
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
が
可
視
化
さ
れ
る
の
で
、
漠
然
と
寄

付
を
す
る
よ
り
も
、
寄
付
者
の
満
足
感
や
達
成
感

が
高
く
な
る
。

自
治
体
間
協
力
で 

福
祉
避
難
所
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

　

近
年
、
災
害
時
の
自
治
体
間
連
携
が
進
み
、
被
災

自
治
体
を
他
自
治
体
が
物
資
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
材
等

で
支
援
し
て
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。
現
実
に
、

全
て
の
自
治
体
が
、
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
て
、
物
資
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
材
を
自
前
で
十

分
に
そ
ろ
え
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
災
害
時
に

こ
れ
ら
を
直
ち
に
融
通
し
合
え
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば

ふ
る
さ
と
納
税
と
自
治
体
間
協
力
で

福
祉
避
難
所
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
よ
う
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問
題
は
ぐ
っ
と
小
さ
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
災
害
時
に
自
治
体
が
支
え
合
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
私
た
ち
が
今
年
６
月
か
ら

始
め
た
「
み
ん
な
元
気
に
な
る
福
祉
避
難
所
」
を
紹

介
し
た
い
。

　

２
０
１
６
年
10
月
現
在
、
内
閣
府
の
調
査
で
は
福

祉
避
難
所
数
は
２
万
１
８
５
施
設
で
あ
る
。
し
か

し
、
現
状
で
は
福
祉
避
難
所
に
必
要
な
「
福
祉
避
難

所
の
開
設
キ
ッ
ト
」「
水
の
い
ら
な
い
ト
イ
レ
」「
医
療

器
具
に
も
使
え
る
給
電
器
」
や
そ
の
他
の
備
蓄
品
、

消
耗
品
に
つ
い
て
は
、
国
等
の
補
助
制
度
は
な
い
。

日
常
の
事
業
運
営
で
手
い
っ
ぱ
い
な
自
治
体
が
、
福

祉
避
難
所
を
整
備
す
る
の
が
困
難
な
事
情
は
よ
く
分

か
る
。
し
か
も
、
全
て
自
主
財
源
で
対
応
す
る
と
な

る
と
自
治
体
内
部
で
も
優
先
順
位
は
下
が
る
。
一
方

で
、
災
害
が
発
生
す
る
と
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳

幼
児
、
妊
産
婦
な
ど
が
厳
し
い
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
、
最
悪
の
場
合
は
関
連
死
も
発
生
し
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
多
く
の
自
治
体
が
福
祉
避
難
所
運
営
に

必
要
な
最
小
限
度
の
物
資
を
準
備
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
と
訓
練
を
重
ね
、
災
害
時
に
そ
の
物
資
、
ノ
ウ

ハ
ウ
、
人
を
派
遣
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
っ
て
お
く
。
そ
の
資
金
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
確

保
す
る
。
こ
の
仕
組
み
で
は
、
寄
付
を
受
け
る
自
治

体
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
か
で
被
災
さ
れ
る
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
等
を
福
祉
避
難
所
で

救
う
た
め
に
使
わ
れ
る
。
返
礼
品
は
モ
ノ
で
は
な
く

「
い
つ
か
誰
か
の
命
を
救
う
」
コ
ト
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
福
祉
避
難
所
を
整
備
し
、
多
く
の
命
を
救
う
と

い
う
社
会
課
題
解
決
に
資
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
自
治
体
間
競
争
で
奪
い
合
う

の
で
は
な
く
、
一
つ
の
自
治
体
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
社
会
課
題
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
自
治
体

間
協
力
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
確

信
し
て
い
る
。
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福祉避難所開設キットマニュアル作成研修・訓練

自治体の参加拡大とネットワーク化 

 

 

出展：内閣府  

みんな元気になる福祉避難所　プロジェクトの仕組み

① 購入資金を集める
全国からふるさと納税で福祉避難所支援の寄付を募りま
す。返礼品は「いつか誰かの命を救う」です。これにより少
ない負担で導入が可能です。 

マニュアル作成研修や福祉避難所開設キットを使った訓練
を行い、発災時に要配慮者、家族支援者を受け入れられる
体制を作ります。

発災直後、被災自治体では短期間に福祉避難所を開設。同時
に支援チームの先遣隊が情報収集し、必要に応じて全国の
自治体・福祉施設に呼び掛け、支援物資の手配を行います。 

多くの自治体へ参加を呼びかけ、オールジャパンで災害時の
福祉支援力を高めていきます。また、福祉避難所関係者が顔
の見える関係づくりの場・機会を提供し、ネットワーク化を
促進します。 

② 各自治体様が福祉避難所の開設キットを購入
集まった寄付により各自治体様で福祉避難所の
開設キットを購入し福祉避難所に設置します。
キットを収納するボックスには自治体名に加え
て、支援者や支援企業の名前を印字いたします。

③ 平時は福祉避難所の整備・訓練を行う

福祉施設、自治体の福祉関係部
局、社会福祉協議会の職員など
を対象に、福祉避難所マニュア
ル作成の研修を2回行って、マ
ニュアルを完成させます。

責任者がいなくても避難所の開
設・運営をスムーズに行うため
の「指示書」「マニュアル」その
他物品等が含まれているキット
です。

④ 災害時は被災地の福祉避難所を全国で助ける

全国の自治体が
福祉避難所

キットを整備
平常時の

研修/訓練
災害時の
支援活動

顔の見える
関係づくり

一般避難所
福祉スペース

の利用

資金の調達方法 

ふるさと納税（クラウドファンディング）の実施

寄付者の名前は、収納ボックスと垂れ幕に掲載されます

この部分に名入れを行います ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ----  ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- 

---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- 

寄付
支援者 支援者

支援者 支援者

寄付寄付

住民や出身者を中心に、全国から福祉避難所の整備
資金を募ります。ふるさと納税の寄付金控除制度を
活用できるため、寄付者は少ない負担で支援を行うこ
とが可能です。 
寄付する側の自己負担は実質2,000円※

寄付した金額はその年の所得税より還付、翌年度の個人住
民税より控除されます。さらに、サラリーマンの方は面倒
な確定申告が不要な制度もあります。 

ふるさと納税を活用しながらクラウドファンディングを実施。
Web上で広く呼び掛けることで新たな資金調達を行います。 

みんな
元気になる
福祉避難所
プロジェクト
（自治体）

支援者支援者

※控除上限額の範囲内で寄付すると、2,000円を超える部分の金額が控除または
還付されます 


